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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します

(　1　)　2021 年 ( 令和 3年 ) 11 月 15 日（月 1回 15 日発行）第 838 号 昭和 36 年７月３日　第三種郵便物承認

2021年（令和３年）

第838号

11
月

下記日程は支部会館を休館します。

11月26日（金）10時～12時
12月23日（木）10時～12時
けんせつプラザ東京（要予約）

12月２日（木）終日　書記局会議

土・日・祝日も休館

無料経営相談会

支部会館休館のお知らせ

▼
東
日
本
大
震
災
か
ら
今
年

で
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

津
波
と
原
発
事
故
の
被
害
が

直
撃
し
た
福
島
県
で
は
今
も

多
く
の
人
が
避
難
を
続
け
て

い
ま
す
。
第
一
原
発
で
発
生
す

る
汚
染
水
を
浄
化
処
理
し
た

あ
と
に
海
洋
放
出
す
る
こ
と

を
東
電
は
発
表
し
ま
し
た
。
地

元
漁
業
者
や
全
国
の
水
産
業

関
係
者
が
反
対
し
て
い
ま
す
。

▼
９
月
末
か
ら
赤
潮
が
北
海

道
東
部
海
岸
に
発
生
し
水
産

資
源
と
環
境
に
多
大
な
損
害

が
出
ま
し
た
。地
球
温
暖
化
の

影
響
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。そ

ん
な
な
か
、衆
院
選
の
北
海
道

小
樽
市
の
街
頭
演
説
で
自
民

党
の
麻
生
副
総
裁
が
温
暖
化

の
お
か
げ
で
北
海
道
の
コ
メ
が

う
ま
く
な
っ
た
と
発
言
。「
地

球
温
暖
化
で
い
い
こ
と
も
あ

る
」
と
。こ
れ
は
生
産
者
の
努

力
と
技
術
を
な
い
が
し
ろ
に

す
る
許
さ
れ
な
い
発
言
で
す
。

自
民
党
政
権
に
は
気
候
変
動

と
現
代
の
環
境
へ
の
真
剣
さ

が
全
く
な
い
よ
う
で
す
。▼
世

界
的
に
気
候
危
機
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
汚
染
な
ど
問
題
は
深

刻
。私
た
ち
建
設
業
界
で
も
来

年
４
月
施
行
の
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
新
法
案
へ
の

対
応
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
▼

日
々
の
く
ら
し

の
中
で
は
見
え

づ
ら
い
で
す
が

実
は
身
近
な
問

題
。し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html
実は身近な環境問題
（佐藤勉・常任執行委員）

来年４月の法改正で
石綿調査義務が強化２

新型コロナ禍に
各種制度活用を３

期限の迫る新型コロナ関係の
制度。改善求めて命を守りま
しょう。

来年４月の報告義務化、再来
年10月から有資格者の調査が
義務化。講習会を計画します。

秋の組合員交流会

138人で開催

　10月31日（日）によみうりランドで秋の組合員交流会を
開催。11月までの月間目標を達成して迎えたBBQに、138
人の組合員・家族がつどいました。昨年１月の支部旗開き以
来、一年10か月以上ぶりに全分会の仲間がともに飲み、語
り合うイベントになりました。
　午前11時過ぎ、大戸龍雄委員長のあいさつ、中村隆幸本
部委員長のあいさつに続き、浅田正昭副委員長が音頭をと
り乾杯。歓談の間には次第に雨模様になりましたが、天幕で
雨対策は充分なされており問題なし。お楽しみ抽選後、吉田
康典副委員長の団結ガンバローで、午後１時、閉会しました。
　感染予防で席の移動は遠慮する形でしたが、久しぶりに
顔を合わせて楽しく交流できました。

【井荻・大島孝子さん談】雨で気温は低かっ
たのですが、みなさんと久々にお会いし飲ん

でいたら身も心もポカポカになりました。

　子どもたちも久しぶりに友達に会えて楽し

かったようで、帰りの電車は眠ってしまいま

した。

　２年前（コロナ前）のような活動を少しず

つ取り戻していけたらいいなと思います。

【
石
川
雅
昭
組
織
部
長
】

８
月
25
日
か
ら
の
秋
の
月
間

は
２
つ
の
大
き
な
目
標
を
か

か
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一つ
は
、新
規
加
入
者
を
大

勢
迎
え
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は

新
た
に
活
動
に
参
加
す
る
仲

間
を
増
や
す
こ
と
で
す
。

新
加
入
の
目
標
は

前
倒
し
で
達
成

　

一
つ
め
の
目
標
は
、各
分
会

が
１
月
の
人
数
に
対
し
４
％

の
新
加
入
者
を
迎
え
る
こ
と

で
す
が
、
11
月
を
待
た
ず
に

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に

心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。

あ
ら
た
な
参
加
者

迎
え
る
活
動
を

　

今
月
は
も
う
一
つ
の
目
標
、

活
動
に
参
加
す
る
仲
間
を
増

や
す
点
を
重
視
し
て
行
動
し

て
い
き
ま
す
。

　

支
部
で
南
相
馬
復
興
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
計
画
し
て

い
る
ほ
か
、今
月
か
ら
来
月
に

か
け
「
若
手
交
流
会
」
や
旅

行
を
企
画
し
て
い
る
分
会
も

あ
り
ま
す
。

つ
な
が
り
ひ
ろ
げ

孤
立
防
ぐ
活
動
を

　

コ
ロ
ナ
が
鎮
静
化
し
て
い

る
い
ま
、
充
分
に
対
策
を
心

掛
け
な
が
ら
も
、こ
の
約
２
年

間
で
き
な
か
っ
た
顔
を
合
わ

せ
て
の
活
動
を
含
め
、
仲
間

の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
時

で
す
。
経
済
的
影
響
が
遅
れ

て
出
て
く
る
建
設
業
界
の
特

徴
か
ら
も
、困
っ
て
い
る
仲
間

を
一
人
に
し
な
い
、一
人
ひ
と

り
に
声
を
か
け
き
る
活
動
が

重
要
で
、
締
め
切
り
の
迫
る

月
次
支
援
金
や
、
雇
用
調
整

助
成
金
な
ど
の
給
付
金
、
緊

急
小
口
資
金
な
ど
の
制
度
の

相
談
な
ど
の
仲
間
が
元
気
に

明
る
く
年
を
越
せ
る
よ
う
行

動
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
も
先
頭
に
立
っ
て
が
ん

ば
り
ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

秋
の
拡
大
月
間
10
月
末
の
目
標
を
達
成

引
き
続
き
今
月
も
活
動

大島さん家族

一年以上ぶりの支部行事に

石川雅昭組織部長

会って話せるっていいね

友達と会えて飲んで
身も心もポカポカ

家族で

BBQも

遊園地も

楽しめた福引抽選
あたったよ

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
す
る

中
村
本
部
委
員
長

菅
原
さ
ん
家
族

花
枝
さ
ん
家
族

慎
さ
ん
家
族

連
さ
ん
家
族

浅
野
さ
ん
は
家
電
ギ
フ
ト

五
十
嵐
さ
ん
は
Ｔ
Ｄ
Ｒ
の
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト

閉会の挨拶をする吉田副委員長
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現
在
の
推
計
で
は
世
界
で

６
億
９
０
０
０
万
人
近
く
（
世
界

人
口
の
８
．
９
％
）
が
飢
え
て

い
る
と
み
ら
れ
、
近
年
は
毎
年

約
１
０
０
０
万
人
ず
つ
増
加
し

て
い
ま
す
（
世
界
の
人
口
は
約

７
５
億
人
）
。
そ
し
て
現
在
の
傾

向
が
続
け
ば
２
０
３
０
年
ま
で
に

８
億
４
０
０
０
万
人
が
飢
餓
の
影

響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
推
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
で
栄

養
価
の
高
い
充
分
な

食
料
を
定
期
的
に
入

手
で
き
な
か
っ
た
人

は
２
０
１
９
年
に
は

推
定
20
億
人
に
の

ぼ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

目
標
２
で
は
、
２
０
３
０
年
ま

で
の
目
標
と
し
て
、
幼
児
な
ど
の

栄
養
失
調
を
な
く
し
、
小
規
模
生

産
者
の
収
入
増
加
や
、
持
続
可
能

な
食
糧
生
産
シ
ス
テ
ム
の
確
保
や

種
子
な
ど
を
含
む
遺
伝
的
多
様
性

の
維
持
、
開
発
途
上
国
の
農
業
生

産
力
強
化
、
農
業
輸
出
補
助
金
の

廃
止
、
食
料
価
格
の
安
定
な
ど
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

世
界
の
人
口
は
増
え
続
け
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
２
０
５
０
年

に
さ
ら
に
20
億
人
を
養
う
必
要
が

あ
る
と
み
ら
れ
、
世
界
の
食
料
農

業
シ
ス
テ
ム
の
変
革
が
必
要
で
す
。

　

分
配
の
問
題
も
大
き
い
の
で
す
。

10
月
に
ス
ー
ダ
ン
で
起
き
た
軍

事
ク
ー
デ
タ
ー
の
結
果
か
ら
見
え

る
よ
う
に
、
紛
争
が
分
配
を
乱
し
、

飢
餓
を
広
げ
る
こ
と
が
は
っ
き
り

し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
元
タ
ク

シ
ー
運
転
手
が
「
お

に
ぎ
り
食
べ
た
い
」

と
書
き
残
し
て
餓
死

し
た
事
件
が
あ
り

ま
し
た
。
近
年
で
は

フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
ま
だ
食
べ
ら

れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
る
食
品
は
、

国
民
一
人
あ
た
り
毎
日
ご
飯
茶
碗

１
杯
１
３
０
ｇ
に
相
当
す
る
、
年

６
０
０
万
ト
ン
超
で
す
。

　

先
月
、
杉
並
支
部
は
区
役
所
前

で
の
食
料
無
料
配
布
に
協
力
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
理
解
を
深
め
、

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

SDGｓ（Sustainable Development Goals）めざして  ～ Zero Hunger ～SDGｓ（Sustainable Development Goals）めざして  ～ Zero Hunger ～SDGｓ（Sustainable Development Goals）めざして  ～ Zero Hunger ～

持
続
可
能
な
社
会
め
ざ
し
⑦

　

す
べ
て
の
人
が
平
和
と
豊
か
さ
を
享
受
で
き
る
こ
と
を
め

ざ
し
国
連
の
定
め
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
は
17
の
大

目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

「
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

飢
餓
に
苦
し
む
人
を
ゼ
ロ
に

　地球上の水のうち人間が利用しや

すい淡水は0.01％しかなく、約10万㎦

だけが持続的に利用可能といわれてい

るなか、世界の水使用量は増加の一途

（1950年には1,400㎦が2000年に4,000

㎦、琵琶湖の水量は約27.5㎦）です。

　食物の生産には多量の水が必要で

す。飽食は水の浪費でもある点も忘れ

ずにいたいものです。

持続可能な 開発 目標

飢餓問題は
水問題でもある

それぞれ生産に必要な水は…
牛肉１㎏　←　水 20,600㎏
豚肉１㎏　←　水  5,900㎏
鶏肉１㎏　←　水  4,500㎏
お米１㎏　←　水  3,700㎏

（環境省・仮想水計算より）

東電メーター工事件⑬　13人訴訟の初公判

東
電
側
は
都
労
委

命
令
無
視
し
続
け

　

東
京
電
力
の
電
気
メ
ー
タ
ー

交
換
工
た
ち
が
、
会
社
か
ら
の

不
当
な
首
切
り
や
仕
事
の
削
減

に
対
し
全
労
連
・
全
国
一
般
労

組
・
計
器
工
事
関
連
分
会（
以
下
、

組
合
）に
結
集
し
て
た
た
か
っ
て

い
る
事
件
の
続
報
で
す
。

　

東
京
都
労
働
委
員
会
が

２
０
２
０
年
２
月
に
会
社
に
団

体
交
渉
な
ど
を
命
じ
て
か
ら
一

年
半
以
上
経
ち
ま
す
が
、
会
社

は
話
し
合
い
に
応
じ
な
い
ば
か

り
か
、３
月
26
日
付
で
組
合
員

を
13
人
全
員
を
雇
止
め
に
す
る

暴
挙
に
で
て
お
り
、こ
れ
に
対
し
、

13
人
全
員
が
雇
止
め
を
無
効
と

し
て
裁
判
に
立
ち
上
が
っ
て
い
ま

す
。10

月
28
日
に
第
１
回
の
口
頭

弁
論
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

一
般
的
に
は
初
回
は
日
程
の

確
認
だ
け
で
終
わ
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、こ
の
日
は
裁
判
長

か
ら
も
、
民
法
上
の
請
負
契
約

か
、
労
働
契
約
法
上
の
労
働
契

約
か
、
ど
う
い
う
方
向
で
論
立

て
た
の
か
訴
状
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
、
原
告
か
ら
も
書
面
を

読
み
な
が
ら
の
意
見
陳
述
が
あ

り
ま
し
た
。

収
入
激
減
の
仲
間　

息
子
が
学
校
辞
め
働
く

20
年
以
上
続
け
て
き
た
仕
事

を
突
然
失
い
、
家
族
に
も
言
え

な
い
思
い
を
胸
に
秘
め
て
の
陳

述
で
し
た
。
収
入
が
激
減
し
専

門
学
校
に
通
っ
て
い
た
息
子
さ

ん
が
退
学
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
に

な
っ
た
仲
間
も
い
ま
す
。

　

一
方
、心
な
ら
ず
も
組
合
を
や

め
た
人
に
は
仕
事
が
続
い
て
い

る
状
況
。
組
合
つ
ぶ
し
の
こ
の
や

り
方
、許
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

原告組合員が意見陳述
　

就
労
履
歴
を
蓄
積

し
、
技
能
評
価
に
つ
な

が
る
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
は
大

手
現
場
か

ら
導
入
が

進
ん
で
お

り
、組
合
へ

の
問
い
合

わ
せ
も
日
々
増
加
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　

運
用
に
は
、ま
ず
事

業
者
登
録
を
し
、そ
の

後
、
技
能
者
登
録
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

12
月
ま
で
の
期
間
限

定
で
技
術
者
登
録
料

を
支
部
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
中
。
支
払
い
を

証
明
す
る
書
類
を
支
部

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

登
録
は
、認
定
登
録

機
関
で
あ
る
杉
並
支
部

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
で

レ
ベ
ル
４

判
定
と
な

る
登
録
基

幹
技
能
者

に「
ウ
レ
タ

ン
断
熱
」
や
「
発
破
・

破
砕
」
が
追
加
と
な
り

ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

東京電力ホールディングス㈱

東京電力パワーグリッド㈱

㈱東光高岳

ワットラインサービス㈱

個別の労働者

東光電気厚生会

元副会長の法人

完全子会社（株式の100％保有）

完全子会社（株式の100％保有）

法人を
つくって
脱退

請負契約

議決権の35.2％保有
歴代社長を送り込む

事実上
国有

元・東光
電気㈱

元・東光
工運㈱

関連構図

働きかけ

発注減 発注増

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

登
録
基
幹
技
能
者
追
加

裁
判
所
前
で
支
援
の
宣
伝

　東京土建国保の健診は専門医によ
る再読影つき。職業病の可能性があ
るとわかった方には個別に案内して
います。連絡が来たら必ず、組合に
ご相談ください。多くの労災認定実
績のある杉並支部にお任せを。

【主催】日本環境衛生センター
【共催】東京土建
【日時】１月６日～７日

　※石綿作業主任者
   講習修了者に限る

【会場】東京土建本部
　 新宿区北新宿１－８－16
【定員】100人（申し込み順）
【受講料】50,500円
【締切】12月６日または定員になり次第
　詳しくは支部・村松まで

労災申請労災申請も組合組合へ

建築物石綿含有建材調査者
資格講習の概要

建築物

石
綿
含
有
建
材
調
査
者

講
習
は
組
合
へ

　

奇
跡
の
鉱
物
と
宣
伝
さ
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
。
飛
散
防
止
対

策
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
法
改
正
に
よ
り
、
来
年
４
月
か
ら
は
労

基
署
へ
の
報
告
が
、
２
０
２
３
年
10
月
か
ら
は
有
資
格
者
に
よ

る
調
査
の
上
で
の
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。一
般
で
は
予

約
が
難
し
い
講
習
、
組
合
で
開
催
し
ま
す
。

危
険
な
ア
ス
ベ
ス
ト

飛
散
防
止
が
不
可
欠

　

安
く
て
強
靭
、
火
に
も

油
に
も
強
い
天
然
素
材
、

奇
跡
の
鉱
物
と
宣
伝
さ
れ

大
量
に
使
用
さ
れ
た
ア
ス

ベ
ス
ト
。
実
際
に
は
肺
が

ん
や
中
皮
腫
を
は
じ
め
多

く
の
病
気
を
引
き
起
こ
す

危
険
な
も
の
で
し
た
。
輸

入
量
の
９
割
が
建
設
に
使

わ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
建
築
物
の

解
体
に
あ
た
っ
て
の
飛
散

防
止
対
策
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。２

０
２
２
年
４
月

労
基
報
告
が
義
務
化

　

法
改
正
に
よ
り
、
解
体

部
分
の
床
面
積
が
80
㎡

以
上
の
建
築
物
又
は
請
負

金
額
が
１
０
０
万
円
以
上

の
建
築
物
の
工
事
は
来
年
、

２
０
２
２
年
４
月
１
日
か

ら
は
事
前
調
査
と
労
働
基

準
監
督
署
へ
の
報
告
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
点
で
は
、
特
に

調
査
を
お
こ
な
う
人
の
資

格
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。

２
０
２
３
年

月

調
査
に
資
格
が
必
要
に

　

さ
ら
に
２
０
２
３
年
10

月
１
日
か
ら
有
資
格
者
に

よ
る
工
事
開
始
前
の
石
綿

の
事
前
調
査
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。
必
要
な
届
け

出
を
し
な
い
場
合
の
罰
則

が
あ
り
ま
す
が
、
調
査
が

で
き
る
「
建
築
物
石
綿
含

有
建
材
調
査
者
」
に
な
る

に
は
、
講
習
を
受
け
試
験

に
合
格
し
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。

２
つ
の
基
準
…

床
面
積
と
工
事
代
金

１
０
０
万
円

　

床
面
積
80
㎡
は
小
さ
な

住
宅
の
工
事
な
ら
あ
て
は

ま
り
ま
せ
ん
が
、
請
負
金

額
１
０
０
万
円
は
、
た
と

え
ば
屋
根
・
外
壁
工
事
を

す
る
だ
け
で
あ
て
は
ま
る

よ
う
な
数
字
で
、
か
な
り

広
範
囲
の
仲
間
が
影
響
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
０
２
３
年
９
月
末
ま
で

に
は
資
格
を
取
る
必
要
が

あ
り
ま
す
し
、
早
め
に
資

格
を
取
れ
ば
今
後
の
仕
事

確
保
に
つ
な
げ
ら
れ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

予
約
の
難
し
い
講
習

組
合
で
用
意
し
ま
し
た

　

一
般
で
は
予
約
が
難
し

い
講
習
を
組
合
で
用
意
し

ま
し
た
。
近
い
と
こ
ろ
で
は

１
月
６
日
か
ら
７
日
に
か

け
て
東
京
土
建
本
部
で
お

こ
な
い
ま
す
（
左
表
参
照
）
。

次
は
、
３
月
７
日
〜
８
日

で
計
画
し
て
い
ま
す
。こ
の

機
会
を
活
か
し
、
ぜ
ひ
今

後
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

10

土建国保の
健診は
専門医の再読影つき

労災申請も組合へ
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11
月
当
初
人
員
３
、２
６
２
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹

介

者

秋
葉　

圭
太

建
築
・
大
工

井

荻

鈴
木　

愛
倖

古
澤　

千
保

は
つ
り
・
解
体

井

荻

西
村　

良
雄

岸
本　

安
司

床
・
内
装

井

荻

転
入

山
元　

英
樹

建
築
・
大
工

井

荻

鈴
木　

愛
倖

松
井　

亮

は
つ
り
・
解
体

井

荻

糸
数　

康
弘

小
笠
原　

周
作

ブ
ロ
ッ
ク

西

荻

名
和　

亮
法

鈴
木　

貴
子

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

太
田　

翔
三

畳

西

荻

松
葉　

潔

池
野　

丈

建
築
・
大
工

富
士
見

池
野　

和
子

工
藤　

浩
平

建
築
・
大
工

富
士
見

会
田　

朋
子

岩
澤　

利
樹

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

大
戸　

龍
雄

惠　

洋

床
・
内
装

阿
佐
谷

丹
羽　

裕
幸

江
藤　

雅

床
・
内
装

阿
佐
谷

丹
羽　

裕
幸

依
田　

し
の
ぶ

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

依
田　

浩
一

中
沢　

浩
二

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

荒
川　

雅
史

平
本　

雄
哉

防
水

阿
佐
谷

島
田　

幹
二
朗

尾
身　

和
洋

防
水

阿
佐
谷

相
澤　

秀
明

大
靏　

泰
子

建
設
機
械
運
転

阿
佐
谷

青
木　

厚
子

寺
前　

龍
雄

床
・
内
装

中

央

寺
前　

勝
哉

塚
原　

ひ
ら
り

と
び

中

央

福
元　

廣
美

並
木　

良
子

は
つ
り
・
解
体

浜

福

並
木　

壯
一

中
村　

互
誓

建
築
・
大
工

浜

福

塚
原　

恒
平

長
野　

将
也

建
物
サ
ー
ビ
ス

浜

福

藤
原　

要

近
藤　

裕
太

と
び

浜

福

矢
口　

翔
太
郎

佐
谷　

啓
吾

床
・
内
装

浜

福

村
上　

由
美

後
藤　

一
也

と
び

浜

福

矢
口　

德
太
郎

坪
井　

大
樹

塗
装

浜

福

坪
井　

滝
男

幸
田　

弦
実

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

高

和

田
中　

耕
作

平
敷　

孝
延

電
気

高

和

直
接
加
入

原　

盛
夫

設
計
・
製
図

高

和

小
藥　

貴
之

五
藤　

航
汰

建
設
機
械
運
転

高

和

飯
岡　

秀
斗

上
野　

晃
輔

防
水

高

和

松
﨑　

徹

小
林　

洋
平

建
築
・
大
工

高

和

田
代　

浩
二

山
下　

雄
二

電
気

高

和

直
接
加
入

北
島　

啓
矢

塗
装

泉

南

中
山　

耕
一
郎

大
川　

龍
泉

塗
装

泉

南

中
山　

耕
一
郎

浅
野　

優
斗

塗
装

泉

南

中
山　

耕
一
郎

横
川　

優
雅

塗
装

泉

南

中
山　

耕
一
郎

伊
藤　

圭
佑

塗
装

泉

南

中
山　

耕
一
郎

Ｈ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｂ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｒ

塗
装

泉

南

髙
田　

亨

出
見　

雄
斗

建
設
機
械
運
転

泉

南

直
接
加
入

野
口　

愛
美

と
び

泉

南

野
口　

勝
昭

篠　

和
典

冷
暖
房

企

業

仲
筋　

勝

■現場監理■
【社員】
㈱エッジPLAN

代表　島田　幹二朗
杉並区井草2－7－18
℡ 03-6454-7432

■はつり・解体工■
【社員】

デストラクション
代表　穴澤　司

杉並区堀ノ内3－48－55
℡ 070-6650-5851

■地質工■
【社員】

下坂地質工業㈱
代表　下坂　慎吾

杉並区阿佐谷北6－23－5－202
℡ 03-3330-0734

■建築設計・監理■
【社員】

㈲人イエまちネットワーク
代表　山田　清

杉並区梅里1－2－8土方ビル１F
℡ 03-5377-7166

■電気工■
【社員・短期】
㈱ケラマ電設

代表　松野　慶男
杉並区下井草5－18－6浅賀ビル１階

℡ 03-3301-8579

■ガラス工■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2－12－16水村ビル１F

℡ 03-3331-2281

■設計■
【社員】

筒井紀博空間工房
代表　筒井　潤

杉並区久我山4－1－9－401
℡ 03-3247-8922

■解体工・はつり工■
【常用】
㈱石岡工業

代表　石岡　利一
中野区大和町1－13－7
℡ 03-5356-7507

■とび・土工■
【社員】
都賀工業㈲

代表　青木　勝美
杉並区下井草4－4－6
℡ 03-3399-0011

■内装工事■
【社員・見習い】
　㈱プローブ

代表　中村　隆幸
杉並区浜田山2－24－1
℡ 03-3329-3281

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

締切迫る

　

こ
の
間
、
支
部
で
も

14
人
の
仲
間
が
月
次
支

援
金
を
申
請
し
て
い
ま

す
。
緊
急
事
態
宣
言
に

伴
う
国
の
「
月
次
支
援

金
」
条
件
は
大
き
く
２

つ
。
①
２
０
２
１
年
９
・

10
月
の
い
ず
れ
か
の
売

上
が
２
０
２
０
年
ま
た

は
２
０
１
９
年
の
同
月

を
比
べ
50
％
以
上
減
少

（
都
の
制
度
は
30
％
減

少
で
も
可
。
新
規
業
者

は
別
に
特
例
あ
り
）
②

飲
食
店
休
業
か
、
移
動

自
粛
の
影
響
を
う
け
て

い
る
こ
と
。
②
の
条
件

は
幅
広
く
考
え
ら
れ
ま

す
。
９
月
分
の
締
切
が

今
月
末
日
（
事
前
確
認

は
も
っ
と
早
く
11
月
25

日
締
切
）
で
す
。

　

ご
不
明
な
点
は

  

社
会
福
祉
協
議
会

の
扱
う
コ
ロ
ナ
対
応

で
の
緊
急
小
口
資
金
、

総
合
支
援
資
金
の
両

制
度
と
も
、
初
回
の

申
請
期
限
が
延
長
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
今

月
末
が
締
め
切
り
と

な
り
ま
す
。

　

緊
急
小
口
資
金

は
20
万
円
、
総
合
支

援
資
金
は
月
20
万
円

（
２
人
以
上
世
帯
）
×

原
則
３
か
月
＝
60
万

円
を
無
利
子
・
無
担

保
で
借
り
ら
れ
る
も

の
で
、
返
済
は
一
年

以
上
据
え
置
き
の
上

で
、
返
済
時
の
状
況

に
よ
っ
て
は
返
済
不

要
な
も
の
で
す
。
申

請
は
カ
ン
タ
ン
。
郵
送

で
Ｏ
Ｋ
で
す
。

申
請
に
あ
た
っ
て
は
、

❶
申
請
書

組
合
ま
で
お
電
話
を

（
０
３
―
３
３
１
３
―

１
４
４
５
）
。

【
申
請
手
順
】

①
事
務
局
に
ア
ク
セ
ス

し
申
請
Ｉ
Ｄ
を
と
る

②
事
前
確
認
機
関
に
連

絡
、
事
前
確
認
番
号
を

と
る
。
一
時
支
援
金
を

申
請
ず
み
の
方
は
事
前

確
認
は
不
要
）

③
申
請
Ｉ
Ｄ
と
事
前
確

認
番
号
な
ど
で
、
電
子

申
請
す
る
。

　

※
売
上
が
下
が
っ
て

い
る
な
ら
ま
ず
支
部
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❷
重
要
事
項
説
明
書

❸
借
用
書

❹
申
立
書

の
４
種
類
を
作
成
し

❺
住
民
票
（
社
協
の

制
度
利
用
だ
と

申
し
出
る
と
無
料

で
と
れ
る
自
治
体

も
）

❻
預
金
通
帳
（
振
込

先
の
口
座
）

❼
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
コ

ピ
ー
な
ど
）

を
添
付
し
、
住
所
を

管
轄
す
る
社
会
福
祉

協
議
会
へ
郵
送
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
杉

並
区
は
郵
送
で
受
け

付
け
。
自
治
体
に
よ
っ

て
は
事
前
に
電
話
を

す
す
め
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
支
部
・
喜
多
ま
で
。

コロナ制度は組合へ
月次支援金・都の支援金

緊急小口資金 20万円　　
総合支援資金 20万円×３か月

９月分は
すぐに申請を

初回申請は
今月末期限

火災災・地震共済

　冬にむかって空気が乾燥し、火事
の増える季節となります。また、小
笠原の海底火山の噴火で軽石が沖縄
まで漂着するほど火山活動も活発で、
いつ大地震が起こるかわかりません。
組合の火災・地震共済で備えましょ
う。安い掛金で充実の保障です。

木造の場合の年掛金
火災500万円保障…掛金3,000円
地震500万円保障…掛金16,500円

　全員が参加できる「賃金の運
動」です。コロナ禍の実態を含
めて、幅広く仲間の声を集める
ために「ＷＥＢアンケート」も同
時に実施します。
　集約結果は支部で取りまとめ
１月～２月に「2022年度賃金討
論交流会」を開
きます。
　今月、討議資
料（アンケート）
を配付します。

「実質年率」15％を謳う
会社が多いけど…

①残　高 300,000円
　返済額 10,000円／月
　手数料 3,698円
　元　金 6,302円

②残　高 500,000円
　返済額 10,000円／月
　手数料 6,164円
　元　金 3,832円

　12月８日（水）14：30～
16：00にせいきょう診療所で予
防接種します。申込は支部・村
松まで。定員50人になり次第締
め切ります。（予約制）
主婦の会員・家族は 2,000円
その他は 2,700円

※65歳以上で主婦の会員家族でない方は
自治体での接種の方がお安くなります。

賃金アンケートに協力を

全
員
が
参
加
で
き
る
運
動

費
用

【
な
ん
で
も
相
談
室
よ

り
】
コ
ロ
ナ
の
相
談
の

な
か
で
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

の
リ
ボ
払
い
の
話
を
き

き
ま
し
た
。

　

カ
ー
ド
会
社
（
銀
行

系
で
も
）
は
①
家
計
管

理
が
楽
②
余
裕
の
あ
る

と
き
に
払
え
る
な
ど
で
、

売
り
込
み
ま
す
が
、
実

態
は
単
純
に
高
金
利
の

借
金
で
す
。

　

毎
月
の
払
い
が
定

額
か
つ
自
動
引
き
落
と

し
の
た
め
、
油
断
し
て

カ
ー
ド
の
明
細
を
見
な

い
で
い
る
と
、
借
金
が

膨
れ
上
が
る
の
に
気
づ

き
ま
せ
ん
。

　

借
入
残
高
が
増
え
る

と
支
払
い
の
う
ち
元
金

に
回
る
分
は
ど
ん
ど
ん

減
り
、
い
つ
ま
で
も
返

済
が
続
く
仕
組
み
。
気

づ
け
ば
限
度
額
ま
で
借

金
が
膨
ら
み
、一
括
や

繰
り
上
げ
返
済
し
な
い

と
体
感
的
に
は
６
割
も

の
年
利
の
返
済
と
い
う

構
図
に
な
る
の
で
す
。

借
金
膨
れ
あ
が
る

リ
ボ
払
い
は
ダ
メ

体感は年利６割リボ参加者
募集中 12.8 主婦の会主催

インフルエンザ予防接種会

調査活動

賃上げ要求の基礎資料に

都
の
制
度
は
３
割
減
収
で
対
象

火事の増える季節
冬に備えて
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第 335 回

か
っ
て
は
じ
め
て
工
程
管
理
、段
取
り
に

活
か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
都
営

住
宅
な
ど
Ｒ
Ｃ
造
に
多
く
携
わ
り
、
珍

し
い
と
こ
ろ
で
は
商
工
会
議
所
の
新
築

で
Ｐ
Ｃ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
現
場
打
ち
も

経
験
し
ま
し
た
。

10
年
働
い
て
、
実
家
の
㈲
遠
藤
工
務

店
に
移
り
ま
し
た
。こ
こ
で
も
職
人
さ

ん
か
ら
仕
事
を
教
わ

り
な
が
ら
、父
か
ら
経

営
も
学
び
、代
替
わ
り

し
て
か
ら
も
町
場
の
仕

事
を
続
け
て
い
ま
す
。

24
歳
の
時
に
旅
先

で
出
会
っ
た
縁
で
結
婚

し
た
妻
に
は
、２
人
の

娘
を
育
て
あ
げ
る
上

で
も
、仕
事
に
波
が
あ

り
家
計
の
や
り
く
り
の

面
で
も
、本
当
に
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
と
い
う
も
の

は
や
は
り
好
き
で
な
い

と
で
き
な
い
、
興
味
を

持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
、
好
き
な

建
築
の
仕
事
だ
か
ら
正
直
で
誠
実
な
仕

事
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め

か
、バ
ブ
ル
の
時
期
も
大
き
な
利
益
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
損
失
も
な
く
50

年
以
上
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
前
趣
味
だ
っ
た
ス
キ
ー
も
ゴ
ル
フ

も
全
く
や
ら
な
く
な
り
、
今
は
仕
事
が

楽
し
み
か
な
。７
年
ほ
ど
前
に
念
願
の

お
寺
の
建
築
工
事
も
手
掛
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
建
築
と
は
大
き
な
違
い

が
あ
り
ま
す
が
、
次
は
橋
を
つ
く
り
た

い
で
す
。

【
取
材
・
喜
多
正
之
】

　

私
は
新
潟
生
ま
れ
、２
歳
の
時
に
杉

並
の
高
円
寺
に
引
っ
越
し
て
き
て
以
来

70
年
に
な
り
ま
す
。「
義よ

し
お男
」の
名
の
由

来
を
聞
く
機
会
が
な
い
ま
ま
両
親
は
亡

く
な
り
ま
し
た
が
、
義
を
重
ん
じ
る
よ

う
に
、と
の
願
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
の
夢
は
体
育
の
先
生
で

し
た
。勉
強
よ
り
も
体
を

動
か
す
方
が
好
き
で
、中

学
校
ま
で
は
器
械
体
操

の
部
活
に
う
ち
こ
み
、中

３
の
時
は
東
京
五
輪
の

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
伴
走

者
に
も
選
ば
れ
ま
し
た

（
修
学
旅
行
と
重
な
り
、

走
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
）。

　

父
、
栄
太
郎
が
工
務

店
を
し
て
お
り
ま
し
た

が
長
兄
の
勇
は
建
築

系
の
学
校
の
先
生
に
な

り
、次
兄
の
和
男
は
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
に
な
り
、私
が

大
学
に
入
る
頃
に
は
、実

家
の
仕
事
を
継
ぐ
の
は
私
だ
と
い
う
暗

黙
の
了
解
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
兄
・
勇
の
す
す
め
も
あ
り

大
学
を
中
退
し
、西
田
工
務
店（
の
ち
の

南
海
建
設
）
に
入
り
、
現
場
監
督
と
し

て
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
場
監

督
の
仕
事
は
、
職
人
さ
ん
か
ら
教
わ
る

こ
と
が
本
当
に
多
く
、そ
の
中
身
が
わ

興 味 持 っ て 楽 し く

好 きな 建 築 の 仕 事 を

遠
えんどう

藤 義
よし お

男さん　高和・工務店

10
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

39
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員

が
病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な

く
な
っ
た
時
の
生
活
を
助

け
合
い
、
結
婚
や
出
産
、
仲

間
や
家
族
が
亡
く
な
っ
た

時
な
ど
に
給
付
さ
れ
る
み

ん
な
の
助
け
合
い
制
度
で

す
。
こ
れ
ま
で
に
多
く
の

仲
間
が
給
付
を
受
け
て
い

ま
す
。
（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

備
瀬　
　

進
（
西　

荻
）

浅
野　

想
太
（
富
士
見
）

田
崎　

和
人
（
中　

央
）

他
１
件

【
出
産
】

益
田　

陽
介
（
井　

荻
）

名
取　

紗
子
（
西　

荻
）

松
原
結
花
梨
（
富
士
見
）

渋
谷　

賢
次
（
阿
佐
谷
）

山
路　

大
輝
（
浜　

福
）

藤
本　

知
裕
（
浜　

福
）

崎
原　

恭
平
（
泉　

南
）

菊
地　

海
斗
（
泉　

南
）

【
新
入
学
】

2
件

【
資
格
取
得
】

2
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

髙
須　
　

浩
（
西　

荻
）

日
野　

巧
成
（
富
士
見
）

今
井　

一
治
（
中　

央
）

一
刀
ま
ゆ
み
（
中　

央
）

長
網　

栄
司
（
浜　

福
）

青
木　

睦
二
（
浜　

福
）

篠
原　

博
美
（
高　

和
）

三
嶋　

正
志
（
泉　

南
）

髙
橋　
　

聡
（
泉　

南
）

久
保
田
鉄
夫
（
泉　

南
）

他
７
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
本
人
死
亡
】

上
平　

正
人
（
西　

荻
）

森　
　

文
男
（
西　

荻
）

鈴
木　

昭
記
（
泉　

南
）

向
山　
　

實
（
泉　

南
）

【
家
族
死
亡
】

向
山　

謙
一
（
泉　

南
）

他
１
件

  土建国保の加入者には、年度に１

回、宿泊旅行に3000円（65歳以上は

5000円）の補助があります。75歳以

上の組合員と配偶者には、組合の共

済から宿泊旅行補助があります。申

請用紙は国保・共済会のHPからも取

れます。詳しくは支部・奥村まで。

土建国保のトクトク情報

国内宿泊
旅行に補助

10
月
10
日
（
日
）
後
継
者
対
策
部
主
催

の
「
猿
島
ツ
ア
ー
」
に
26
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
２

度
の
延
期
を
経
て
、
３
度
目
の
正
直
で
の

催
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

朝
７
時
30
分
に
支
部
に

集
合
し
た
26
人
の
仲
間
は

一
台
の
バ
ス
で
、
横
須
賀
へ
。

途
中
雨
に
な
り
ま
し
た
が

三
笠
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
猿

島
に
渡
る
こ
ろ
に
は
晴
天

に
。
10
時
前
に
は
島
に
着

き
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ま
で

自
由
行
動
。
か
つ
て
の
要

塞
の
面
影
を
留
め
る
島
内

の
散
策
や
釣
り
を
し
て
過

ご
し
ま
し
た
。

　

昼
は
家
族
ご
と
に
間
隔

を
と
り
８
テ
ー
ブ
ル
に
わ

か
れ
て
、
肉
、
野
菜
の
ほ

か
魚
介
類
、
焼
き
そ
ば
な

ど
の
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
に
舌

鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

午
後
２
時
30
頃
に
は
島

を
出
て
、
夕
方
に
は
支
部

に
到
着
。
久
し
ぶ
り
に
家

族
そ
ろ
っ
て
楽
し
め
る
行

事
と
な
り
ま
し
た
。

10.10猿島ツアー　ついに催行

【浜福・板金・森谷成宏さん談】久しぶ
りに家族そろって自然を満喫でき、組

合の仲間ともふれあえて良かったです。

魚も結構釣れました。今後も様々な企

画に参加していきたいと思っています。

青
い
空
と
海

仲
間
・
家
族
と
楽
し
ん
だ

浜
辺
で
記
念
写
真

森
谷
成
宏
さ
ん
家
族

今後も参加したい

参加者
の声

橋を作りたいと夢を語る
遠藤さん


